










―治具を作る―

複数の場所に同じ下穴を開ける時は、木片を

使って簡単な治具 (定規）を作ると穴開け加工

がしやすくなる。

治具は部材カットの際に余った 30mm角の端

材を使って作る。（長さは 150mmくらいでOK）

ビス穴は外側から 8mm、接合面の中心位置の

15mmの場所に 2つ開ける。

この時、穴あけ位置を表と裏の両方にマークし

ておき、材の厚みの半分の深さを両方から開け

る。　写真のように 2方向から垂直を確認しな

がら開けると真っ直ぐに開けやすい。

着色の基本を動画で見る

場合はこちらのQRコードから

オイル塗装の基本を動画で見る

場合はこちらのQRコードから

6 好みで着色するのも楽しい。

単色であれば組立て後でもいいが、部材によって

複数の色を使う場合は組立ての前に着色するほうが

塗りやすい。

家具用塗料もホームセンターで数多く売られて

いるが、お手軽で扱いやすいのは水性絵の具。

ハケで薄く塗って木目を強調したり、塗った後に

ペーパーで部分的に削ると雰囲気が出て面白い。

それぞれのオリジナリティを出してみてほしい。

オイル塗装は木材の表面に塗膜を作って汚れから

保護する効果と、木材が濡れ色になる事で木の風合

いが良くなる効果がある。

家具用の植物オイルがホームセンターに売られて

いる。亜麻仁油や荏油が主原料の物が扱いやすい。

乾燥に時間が掛かるが食用のオイルでも代用できる。

塗り方はウエスにオイルを取り、塗り広げる。

仕上げに新しいウエスで余分なオイルを拭取る。

1～ 2日乾燥させ、もう一度同じようにオイルを

塗って仕上げ、乾燥させる。

8mm

15mm

5-5 座板を取り付ける。

(使用ビス　30mm）

割れ防止の為に座板にビスの下穴を開ける。

（位置は画像を確認）

3枚を枠に仮置きして位置を調整しビスで止める。

クランプで固定しながらビスを止めるとズレにくく

作業しやすい。
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着色・オイル塗装
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